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㈱マックアースリゾート 
 

 

 



１．利用者の皆様へ 

  当社の索道事業に対して、日頃のご利用、ご理解いただき誠にありがとうございます。 

 平成 20 年 近江鉄道株式会社様より当社㈱マックアースリゾートへの経営権移譲により 

 国境スキー場の経営に携わりました。当社は索道事業の新たな展開を目指し、経営理念    

 の第 1 に安全の確保を掲げており、関係法令の遵守とともに索道の安全運転に勤めてお

ります。 

 

 本報告書は、鉄道事業法に基づき、お客様の輸送に対しての安全確保のための取り組み

や安全の実態について、幅広くご理解いただくとともに、皆様に安心いただくために公

表するものであります。 

                   ㈱マックアースリゾート 

                      代表取締役社長    一ノ本 達巳 

 

２．安全目標と基本方針 

 

（１） 基本方針 

 当社の、基本方針・経営理念はなんといってもお客様の安全の確保です。 

 「安全運転細則」を定めるとともに安全運転確保のために以下のように掲げ、事業者支

配人以下職員に周知徹底しています。 

 

 社長・事業所支配人は、安全第一の意識を強く持って、索道事業に対して安全安心の体

制の整備を行い、索道施設及び食堂・降雪機など関係職員を総合的に教育するとともに 

 索道の輸送の安全のため管理の方針・その他の事業活動に関して基本的な方針を定める。 

 職員等の安全に関する基本行動規範は次の通りである。 

① 職員一同健康に留意し、お客様の安全の確保に最大限努めること。 

② 鉄道法等関係法令及び関係規定を十分理解するとともに、これを確実に遵守し、

厳正かつ忠実に職務を遂行すること。 

③ 常に輸送の安全に関する状況を機械的のモノと合わせて天候等も踏まえ総合的

に理解するように努めること。 

④ 職務の遂行には、推測・勘・経験に頼らず確認の励行に努め、疑義のあるときは

最善と思われる取り扱いを行い確実に上司に連絡報告をすること。 

⑤ 万が一事故・災害等が発生した時は、人命救助を最優先とし速やかに安全かつ適

切な処置を行うこと。 

⑥ 得た情報は漏れなく確実になおかつ迅速・性格に伝達し、透明性を確保すること。 

 

 



（２） 安全目標 

 安全輸送を確保するため安全目標を定め、利用者の安全確保に鋭意努力した。 

① 関係施設の適切な修繕と整備（運輸開始前） 

② 指差し確認の徹底 

③ 作業時の安全確保の徹底 

④ 報告・連絡の徹底 

⑤ 職員への教育訓練及び救助訓練 

 

３．索道の運転事故について 

 

（１） 索道運転事故 

平成１９年度、索道の運転事故   無し 

（２） 災害・暴風・雪害など 

平成１９年度  災害      無し 

        暴風・雪害  大雪、強風により一時運行中止 

（３） インシデント（事故の予兆） 

平成１９年度  インシデント報告   無し 

（４） 行政指導 

平成１９年度   行政指導    無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．「国境スキー場」指揮命令系統図 

索 道 事 業 者 

↓ 

事業所支配人（安全統括管理者兼務） 

↓ 

索 道 技 術 管 理 者 

↓ 

索道技術管理員→整備係 

                       運転係 

監視係 

乗客係 

出札係 

パトロール隊 

 

索道事業者＝ 輸送の安全確保に関して最終的な責任を負う。 

 

事業所支配人＝ 安全統括管理者・索道技術管理者と協力し適切な措置を講じ指揮監督す

る。 

 

安全統括管理者＝ 索道事業の安全確保に関する業務を統括する。 

 

索道技術管理者＝ 索道施設の保守・点検・管理その他の技術上の業務を統括する。 

 

 

 

４．連絡先 

 

   〒５２０‐１８０２ 

      滋賀県高島市マキノ町野口 

              国境高原スノーパーク   ℡(０７４０)２８‐０３０３ 


